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序

筑後市に文化財の専門員を配置したのが平成元年、 以来切れ目なく発掘
調査を実施しておりますが、 本書に掲載した遺跡を調査いたしました平成
6 '"'- 8年度は、 大規模な圃場整備事業をはじめとして、 民間による開発工事
も多数行われた時代と言えます。 そのような中、 体制も不十分ながら、 な
んとか現地調査をこなしてまいりましたが、 現場を優先するあまり、 出土
資料の整理及び報告書の作成にまでなかなか手が及ばないと言う状況であ
りました。

そのような中、 最近では毎年複数の報告書を刊行する努力をし、 近年の
調査に関しましては未刊のものが少数となり、 専門書とは言え資料の公開
を少しでも果たせたものと自負している次第であります。

しかしながら、 最も多忙であった時代の資料が未刊のままであり、 現在
の業務との狭間で、 順次刊行する計画をしておりますが、 思うように進行
していないのが現状です。

そこで今回の報告書は民間活力を導入し、 きびしく監修を行いながら外
部に委託するという形で刊行をめざしました。 こうした方法は本市ではは
じめての試みでありますが、 今後も遅れている報告書刊行に向けてさまざ
まな方法を模索し、試行錯誤しながらも進めて参りたいと考えております。

拙い冊子でありますが、 本書が学術・研究分野はもとより、 郷土史を考
え、 理解する資料として活用いただき、 今後の文化財行政の発展に寄与で
きれば望外の喜びであります。

最後になりましたが、 調査や整理に多大なご協力をいただきました関係
者の皆様、 並びに作業に参加していただきました方々に厚くお礼申し上げ
ます。

平成15年3月
筑後市教育委員会

教育長 牟田口和良



例 曰

1. 本書 は筑後市大字若菜所在 の若菜鞘ノ本遺跡、 若菜大堀遺跡（第1次、 第2次） に関 する発掘調査報
告書 である。

2. 発掘調査は筑後市 教育委員会が直営で行い、 整理作業及び報告書の作成は（財） 元興寺文化財研究
所に委託して実施した。 出土遺物 のほか関連 の図面や写真等 の資料類は すべて 筑後市 教育委員会にお
いて所蔵・保管 している。 なお発掘調査及び整理作業 の関 係者は、 I. 調査経過と組織に記したので

参照されたい。
3. 本書 に使用した方位は磁北(M.N.)である。
4. 発掘調査 にかかわる遺構写真 は若菜鞘ノ本遺跡を塚本英子（現：三瀦町教育委員会）、 若菜大堀遺跡

（第1次、 第2次）は田中剛、 田中洋子が行い、 遺物写真 については狭川真 ー が撮影 したが、 巻頭 のカ
ラ ー写真は 大久保治（元典寺文化財研究所情報資料室研究員） が撮影 した。

5. 遺構実測図 は若菜鞘ノ本遺跡を塚本、 若菜大堀遺跡（第1次、 第2次）は田中、 田中が行い、 遺物 実
測図は仲井光代が作成し、 狭川が補足 した。 浄書 は岡本広義が行った。

6. 本書 の執筆 はIを小林勇作、 III ·IVを狭川が行い、 II は狭川が草稿を起こし、 小林が補筆 した。
7. 本書 中における陶磁器 の分類 は、 太宰府市 教育委員会『 大宰府条坊跡xv』（太宰府市 の文化財第49

集 ） 2000年 によった。
8. 本書 の絹集 は小林が監修 し、 狭川が担当した。
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調査成果と組織

I 調査成果と組織

平成 6年 2月に筑後市役 所内の各課から、 次年 度に実施予定の公共工事が教育委員会社会教育課に提出
された。 このうちの建設経済部土木課から提 出された「市 道若菜鞘ノ本辻線 道路改良工事」について 、
工事予定地が周知の埋蔵文化財包蔵地内に該当することを通知するとともに、 今後の文化財の取扱につ
いて協議を行った。 その結果、 該当する区域の内、 緊急性の高い鞘ノ本地区に関 しては平成 6年 度の早
い段階で試掘確認調奇を行い、 その結果次第ですぐに本調査に入ることで合意した。

平成 6年 度に入り、 上記の合意に基づいて試掘確認調査 を行った結果、 遺構の存在が確認され、 緊急
に記録保存の措置を講ずることを通知し、 同年 度内に本調査 を実施した （若菜鞘ノ本遺跡）。

その後複数回の協議を重ね最終協議の中で、 工事は今後西側に進展するが、 その箇 所にも遺構が存在
する可能性が高いため、 協議を密にしつつ、 平成 6�8年 度の中で計画的に試掘確認調査及び 本調査 を行
うことで合意した。 平成 6年 度の若菜鞘ノ本遺跡を除く他の地点は、 用 地の買収が工事の前年 度に行わ
れることから買収完了後すぐに試掘確認調査 を行い、 その翌年 度に本調査 を実施するという計画となっ
た。 その結果、 平成7年 度には若菜 大堀遺跡第1次調査 を、 翌平成 8年 度には若菜 大堀遺跡第2次調査 を実
施することとなった。

調査組織
I)発掘調査及び整理作業
• 平成 6年 度(19 9 4年 度） ……若菜鞘ノ本遺跡

総 括 教育長 森田 基之
教育部長 津留忠義

庶 務 社会教育課長 下川雅晴
社会教育係長 松永盛四郎
社会教育係 永見秀徳

小林勇作
塚本映子 （瞑託 ） （現：三瀦町教育委員会）
大島真 一郎（調査 補助 員） （現：黒木町教育委員会）

• 平成7年 度(19 95年 度） ……若菜 大堀遺跡第1次調査
総 括 教育長 森田 基之

教育部長 津留忠義
庶 務 社会教育課長 下川雅晴(�9 月30日）

山口逸郎(10月1日～ ）
社会教育係長 本村正晴
社会教育係 永見秀徳

小林勇作
田中 剛

塚本映子 （嘱託）
大島真 一郎（嘱託 ）

• 平成 8年 度(19 9 6年 度） ……若菜 大堀遺跡第2次調査
総 括 教育長 森田 基之

教育部長 津留忠義
庶 務 社会教育課長 山口逸郎

社会教育係長 本村正晴
社会教育係 永見秀徳

小林勇作



田中 剛
柴田 剛（嘱託）

• 平成14年 度(2002年 度）……整理作業
（筑後市教育委員会）

教育長
教育部長
社会教育課長
社会教育係長
社会教育係

（元興寺文化財研究所）
理事長

所 長
事務局長
研究 部長

考古資料研究 課長
考古学研究室長
考古学研究室

牟田口和良
下川雅晴
松永盛四郎
成清平和

永見秀徳
小林勇作

上村英士
柴田 剛（嘱託）
立石真二（嘱託）

辻村泰善
坪井清足
奥洞二郎
狭川真 一

尾崎 誠
塚本敏夫
岡本広義（主任研究員）

佐藤亜聖（研究員）
江野朋子（研究員／土器等修復担当）

2)発掘調査参加者
地元有志

3)整理作業参加者 （順不同、 敬称略）
仲井光代 三谷幸恵 大西美奈

なお、 調査及び整理にあたり次の方 、々 機関 からご指導、 ご教示を得た。 記して感謝の意を表したい。
亀田修 一 （岡山理科大学） 花谷浩（奈良文化財研究所） 藤沢典彦（大谷女子大学）
高橋 章• 小田和利（九1'1·1歴史賽料館） 舟山良一 • 徳 本洋 一 （大野城市教育委員会）
山村信榮（太宰府市教育委員会）

（順不同、 敬称略）

�' ― .·-'i; 
. --""""" 

写真l 若菜大堀遺跡第1次調査地点調査前

Fig.1掲載遺跡一覧
1. 久富綿打遺跡 2. 熊野山ノ前遺跡 3. 熊野屋敷
遺跡 4. 熊野塚根遺跡 5. 熊野屋敷遺跡 6. 久富
烏居遺跡 7. 久富大門口遺跡 8. 高江原口造跡
9. 前津中ノ玉追跡 10. 久宮斗代追跡 II. 高江辿

跡 12. 高江キレト遺跡 13. 久富市ノ玉遺跡
14·15. 若江大堀遺跡 16. 若菜鞘ノ本遺跡

17. 若菜立萩遺跡 18. 若菜田中前遺跡 19. 羽犬
塚寺ノ脇遺跡 20·21. 羽犬塚中道遺跡 22·23. 
羽犬塚射場ノ本追跡 24. 徳久中牟田遺跡 25. 山
ノ井川口遺跡 26. 若菜遺跡 27. 若菜湖ノ江追跡
28. 長崎坊田遺跡
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II 位置と環境

位樅と閑悦

筑後市は福岡県の南西部、 筑後平野の中央部にあたる。 市域をJR鹿児島本線と国道209号線が縦断し、
国道442号線が横断する。 また、 市南西部にはー 級河川の矢部川、 中央部には山ノ井川や花宗川、 北部
には倉目川が西流する。 市北部には耳納山地から派生する八女丘陵が西に延び、 潅漑用の溜池が点在す
る。 低位扇状地である東部や、 低地である南西部には農業水路が発達している。 当市は県内有数の農業
地帯であり、 北部の丘陵地域では果樹園や茶畑、 東部や南西部では米麦中心の田園地帯が広がる。 市街
地は、 国道に沿って市の中央部に形成されている。

若菜地区周辺の歴史的な環境をみると、 主たる遺跡は筑後市街地の西側に位置した標高14m程度の低
位段丘上に立地する。 まず、 指定文化財に目を向けてみると、 当遺跡の北方約1.3kmに位置する板東寺

(784年頃創建）の境内には、 貞永元年(1232)銘の石造五重塔 （県指定文化財）があり、 筑後地方最古
の在銘塔として著名である。 また坂東寺の西側には同寺の鎮守社である熊野神社があり、 その参道の放
生地には石造眼鋭橋 （県指定文化財）が架かる。 元禄十丁丑年七月吉日(1697)の陰刻銘があり、 県下
で二番目に古い眼鏡橋である。 更に、 熊野神社では毎年1月5日に「鬼の修正会・ 追備祭」（県指定文化
財）が伝統行事として行われている。 この他、 民俗行事として指定を受けているのは、 大字久富に所在
する熊野神社において毎年8月14日に行われている「盆綱曳き 」（県指定文化財）がある。 施餓鬼行事の
一 種で、 全身に煤を塗り、 頭には荒縄の角、 腰には締め縄を巻き、 地区内を菰と奨で絹んだ綱を引きな
がら駆け回るといった独特なものである。

次に当遺跡周辺の追跡について概観すると、 調査地の南西約300mの地点に若菜経塚がある （県指定文
化財）。 若菜八幡神社の丘から出土したと伝えられる滑石経が現在までに9個知られており、 彎曲した滑
石板の表面に罫線を引いて経文を記載したものである。 またこの資料は9cm前後の小塔とともに出土し
たようで、 その塔のひとつに「王平三年九月 」の銘があり、「王平」は「壬平」と考え「仁平」と理解
されている。 つまり仁平三年=1153年となる。

また当遺跡の北側には、 中世から近世の溝が確認された久富綿打遺跡がある。 この久富地区はかつて
川が少なく農業用水が不足しており、 久富村に在住していた中島安平らによって大規模な水路工事が享

保年間(1716�1736)に
行われ、「久富用水 （四
十八堀）」の名で知られ
ている。 工事は山ノ井川
に井堰を設け、 羽犬塚か
ら久富までの約3kmの用
水路を開削するといった
大規模なもので、 現在も
その一部が使用され続け
ている。 またそれに関連
するとみられる遺構が久
富綿打遺跡から検出され
ている。

さらに、 南の丘陵から
は縄文～近世の複合遺跡
である若菜森坊遺跡が確
認されている。

Fig.l 周辺遺跡分布図(1 : 25,000) 
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III 調査の成果

若菜鞘ノ本遺跡
第1次調査

1. 現況・層序など
調査 原因は道路の拡幅にあり、 調査前における当該道路の幅員はわずか3m弱。 しかも未舗装という状

態であった。 道路の両側は主としてぶどう畑として利用されており、 道路の南側には平行して走る溝状
のくぽみが確認でき、 現在 でも水路として活用される時もあったようである。 調査の結果、 この溝状の
くぼみの直 下からこれとほぼ平行する溝遺構(1SD001)を検出した。

さて遺構面に至る層序だが、 上記したように溝は埋没過程の途中段階と認識できるような状況であり
（後述する若菜大堀遺跡でも同様の所見であり、 且つ新しい時期の溝も確認している）、 表土を除去する
と黄白色砂質土の地山が顔を出し、 遺構はそこから切り込んでいる状況であった。 したがって層位によ
る遺構、 遺物の分別はできない。

Fig.2 若菜鞘ノ本遺跡調査位置図(1: 5,000 筑後市都市 計画図に加筆 、 縮小• 上が北）

2. 検出遺構
調査は、 道路を挟んで南北両側にトレンチを設定する形で実施した。 その結果北側のトレンチで確認

したのはほとんどが現代の撹乱と思われるもので、 報告に値する遺構はない。 南側のトレンチは見事に
一本の溝を狙ったかのような設定になり、 その周囲に若干の遺構を確認することができた。 しかしなが
ら、 検出した穴の多くは北側トレンチと同様に撹乱が多く含まれていた。

溝
1 S0001 (Fig.3·5、 Pia.I�7) 現況道路の南側に平行して走る溝遺構で、 東端に設定したトレンチ

以外のすべての地点で確認できた。 検出長 124.5m(トレンチ未開削部を含む）、 溝幅1.s�2.om内外で調
査 区の東端約6m分は溝幅が拡大し、 最大6mまでになる。 ただし周辺の状況を加味するとこれより以東
で溝は大きく南へ迂回するか、 あるいは二条に分割する可能性が考えられ、 溝幅の拡大はこうした現象
によるものと理解したい。
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若菜鞘ノ本遺跡第1次調査
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Fig.3 若菜鞘ノ本遺跡遺構配置図 1(1 : 200) 

溝の深さはo.2s�o.sm ほどで、 埋没土は各位置で若干の異なりを見せるが、 概ね粘性の強い土で埋ま
っており、 早 い流れを想定するのは困難である。 なお遺物 取り上げに際しては上位から順に1�v層の名

称をつけて分層したが、 随所で異なる堆積状況に必ずしもうまく合致するものではなく、 相対的な堆積
順を示すにすぎないことを付記しておく。

土坑
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JSK005北！倍ヒ屈
I. 茶色粘質上 (i炎閑色上プロックiJI.。地111の暗茶色よりくすんだ感じのI:色。）
2. 暗茶色粘代上 （！！．＼茶色砂竹上混 ） 
3. 淡思茶色砂質七 （賠茶色プロックを少し含む。）
4. 陪茶色粘質上 （淡熟色Lプロックを含む。）
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Fig.4 若菜鞘ノ本遺跡遺構配置図 2(1 : 200) 
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5. 貨黒茶色砂質t (黄茶色粒r-を含む ） 

6 
ISDOOI A地点ヤ屈
I. 茶色粘竹上

（黄茶色粒fを多く含む。）
2. 暗茶色粘質土

（大きな黄茶色粒fを多く含む。）
3. 暗灰茶色砂質上

（謀色粒子を含む。粘性は弱い。）
4. 暗灰茶色粘質J゜．

（茶褐色砂質t.少駄視。）
5 ..'JI茶色粘ft t 

(2皿程の貨茶色粒子を多く含む。）
6. 暗灰茶色粘t'(Jc・

（黄茶色粒fを含む。粘性は強い。）
7. 暗貨茶色粘質上

（暗灰茶色粘質上況。）

A
 

15.10 

2ご＝方
E 

゜ 1m 

＼ 

＼ 

゜ 茫

＼

／
 

14.50 

｀ 
ISDOOI C地点l拗
I. 茶色砂質t
2. IJfl茶色紗質l·.
3. 暗茶色砂'l'tlc
4. !/.\茶色砂'l'tJ:

（貨茶色粒fを多く含む。）
（貨茶色粒r-を含む ） 
（貨茶色粒fを少し含む。）
（黄茶色粒子を多く含む。

5nm-8mmの礫を少し含む。）
5 淡!.I.I茶色砂買上 （貨茶色粒fを少し含む。）
6. 暗茶色砂質上 （黄茶色粒f-を含む。）
7. 暗黄茶色砂質士 i炎暗茶色砂質士

Fig.5 l SDOO I·1 SK005土層観察図 (I: 50) 

1 SK002 (Fig.3) 南北1.9 m以上、 東西2.7m、 深さ約0.2mの土坑で、 北側は調査区の外にある。 土坑
の中央を撹乱によって破壊されており詳細は不明である。 JSDOOIを切っているので構築時期はかなり新
しいものと判断される。

1 SKOOS (Fig4·5、 Pla.7) 調飛区東端で且つトレンチの北端に検出した土坑で、 北側の多くが調査
区の外にある。 東西2.75m、 南北0.55m以上、 検出面からの深さ0.15mを測り、 隅丸（長 ） 方形と思われ
る。 埋土は土坑床面に厚さ5cmほどのよくしまった層があり、 その上位には土坑の東西両壁から流れ込
んだ自然堆積と思われる土層が壁際に観察され、 その後は土坑の両側から徐々に堆積した状況を示す。

最下層を貼床と見なすと住居跡の堆積状況にきわめて類似していることに気づく。 ここでは土坑で報告
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す る が、 住居跡 の 可 能性 は 高 い と 考 え て い る が 、 出 土遺物 は な く 時期 決定 は 困 難 で あ る 。

そ の他 の 遺構

1 SX004 (Fig .4)  l SDOO I が南 へ大 き く 迂 回 す る 付 近 に そ れ と 平行 す る よ う に 検 出 さ れ た 逆L字状 の

形状 を 呈 す る 浅 い 溝 状 の 遺 構 で あ る 。 長 さ は 5 .2m (遺構心長 ） 、 幅0. 8 � I .Om 、 深 さ 約0.35m を 測 る 。 調

査 区 内 の 状況 は 1 SD00 1 に 平 行 し て 溝 の 南 側 2.5m付 近 か ら 段 落 ち 状 に な っ て お り 、 そ の 落 ち 際 に 穿 た れ

た 遺構 と 見 な さ れ る 。 用 途 は 明 ら か で な い が 、 1 SD00 1 を 意識 し た も の と 考 え た い 。

3 .  出 土遺物

1 S000 1 第 1 層 出 土遺物 (Fig.6 、 Pla. 8 � 1 1 )

須恵器

蓋c3 ( I ) 口 径 17 .2cm 、 現存器高2.0cm を 測 る 。 天井部 は 回 転ヘ ラ ケ ズ リ さ れ る 。

瓦器

椀C (2 )  口 径 1 6.6cm 、 器高5.8cm 、 高 台径5 .4cm を 測 る 。 全体 に 風化が進行 し 調 整 は 明 ら か で な い が、

U 縁部外面 に ヨ コ ナ デ 、 内 面 に は 強 め の擦痕が観察 で き る の で ヘ ラ ミ ガ キ が施 さ れ て い た と 考 え ら れ る 。

体部外面 に は かす か に 指 オ サ エ の 痕跡が確認で き る 。

瓦質土器

羽 釜 ( 3 ) 口 縁部 は な い が 、 鍔 部 分 の 径24.6cm を 測 る 。 体部 は 粗 い 縦方 向 の ハ ケ 目 が残 る が、 鍔 の

取 り 付 け 部分 は 指 オ サ エ に よ っ て 消 滅す る 。 内 面 は ナ デで あ る 。

火舎 (4 · 5 ) 4 は 、 口 縁部 を 失 う も の で 、 頸部 の 径 1 6.7cm。 肩 部 と 頸部 の 境 目 に 小 さ な 突帯 が巡 る 。

ほ ぼ直立 す る 頸部の外面 は 縦方 向 の ハ ケ 目 、 肩 部外面 は ヘ ラ ミ ガ キ で光沢が あ る 。 内 面 は 横 方 向 の ハ ケ

目 が残 る 。 5 は 小 片 で 口 径 の 復 元 は 困 難 。 口 縁端 部 を 平 坦 に 作 り 、 内 外面 と も に 細 か な ハ ケ 目 が観 察 で

き る 。 口 縁部 の 下位 に 円 形 と み ら れ る 透孔があ る が規模 や 正確 な 形状 は 不 明 で あ る 。

白 磁

椀 ( 6 · 7 ) 6 は 口 径 1 7 .0cm で 、 端 部 を や や 厚 め に 作 る 。 体部 内 面 に は ヘ ラ に よ る 文様 を 施 す 。 釉 は

残存部 の 内 面 全面 と 外面 は 体部下位以上 に 施 さ れ 、 発色 は 悪 く 、 黄灰褐色 を 呈 し 、 光沢 は ほ と ん ど な い 。

V-2類 で 捉 え た い 。 7 は 高 台 径5 .6cm 。 釉 は 内 面 に 見 ら れ 、 淡 青灰 色 に 発 色 す る が 、 見 込 み の 釉 を 幅 約

2.2cm の 範 囲 で 輪状 に 掻 き 取 る 。 外面 は 施釉 さ れ な い 。 高 台畳付 は 使 用 に よ る 摩耗が進 む 。 VIII-2 ま た は
3類 。

染付

小椀 ( s � 1 0 ) s は 高 台径4.0cm 。 文様 は 外面 に の み 見 ら れ る 。 釉 は 透 明 な も の で 光沢があ り 、 畳付

を 除 い て 施 さ れ る 。 9 は 口 径 1 0.2cm 、 器高6.5cm 、 高 台 径4.3cm。 外面 に 文様があ り 、 釉 は 全面 に か か る 。

全面 に 貰 入 が認 め ら れ る 。 高 台 内 面 に 砂粒が多 く 付着 し て い る 。 1 0 は 高 台 径4.0cm。 外面 に 文様があ り 、

釉 は 畳付付近 を 除 く 全面 に 施 さ れ 、 透 明 で 光沢があ る が貫 入 も み え る 。 豊付 は 露 胎 で 、 高 台 の 両側 面 に

は 砂粒 が付着 し て い る 。

椀 ( 1 2 ) 高 台 径6.0cm。 文様 は 内 外面 と も に 存在 す る が具体的 に は わ か ら な い 。 見 込 み に は 目 跡 と

思 わ れ る 円 形 の 小 突 起 が3箇所観察 さ れ る 。 釉 は 透 明 な も の で 光沢があ り 、 畳 付 部分 の み 拭 き 取 っ て い

る ら し い 。 高 台 畳付 の 外面 側 端部 は 長 さ 1 cm 前 後 、 幅 1 mm ほ ど の 欠損部が並 ん で お り 、 焼 成 時 に か か る

欠損 と 思 わ れ る 。

皿 ( 1 1 ) 器形 や 規模 は 不 明 。 見 込 み に 振 り 向 く 鹿 の 絵が描 か れ る 。 内 外面 と も に 施釉 さ れ 、 釉 は 光

沢があ る 透 明 な も の で あ る 。

石製品

鍋 ( 1 3 ) 滑石製 で 、 口 径23 .4cm を 測 る 。 鍔 の 先端 と 体部 を 失 い 。 口 縁部 は や や外面 に 傾斜す る よ う

に 作 り 、 調 整 は 全面 ヘ ラ ケ ズ リ で仕上 げ る 。 口 縁部周 辺 に は 煤が付着 す る 。

砥石 ( 1 4 ) 長 さ 3 . 3cm 、 幅3 . 1 cm 、 厚 さ 0.5cm で 、 黒 褐 色 を 呈 し 、 表裏両面 及 び細 い 側 面 が研磨 さ れ
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1 SD00 1 · I SK002 出 土遺物実測 図 ( I : 3 )  

る 。

1 SD001 第 I l l 層 出 土遺物 (Fig.6 、 Pla. 1 1 )

瓦器

椀C ( 1 5 )  高 台 径6.4cm。 調 整 は 風化 の た め 観察 で き な い が、 底 部 の 丸 味 は 押 し 出 し 技法 に よ る も の

と 推定 さ れ る 。

白 磁

椀 ( 1 6) 釉 は 淡 ＜ 灰色味 を 帯 びた 透 明 な も の で 、 光沢があ る 。 V-4-a類。

1 SD001 第V層 出 土遺物 (Fig .6、 Pla. 1 2)

瓦器

椀C ( 1 7 )  

8
 

Fig.6 

高 台径7.4cm。 調 整 は 風化 の た め 観察 で き な い が、 底 部 の 丸 味 は 押 し 出 し 技法 に よ る も の
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Fig.7 表土 ほか出土遺物実測 図(1 : 3) 

と推定される。
1 SK002 出 土遺物(Fig.6、 Pla.12)
土師器
把手(18) 器表面に突出した部分の長さ4.5cm、 幅3.8cm、 厚さ2.0cmで、 表面は強めの ナ デやユ ビ

オ サ エによって仕上げる。 土器への取り付けは把手基部に 円 柱状の突起 （長さ約1cm、 径1.5cm程度か）
を作り、 それを差し込んだの ち 器表面を ナ デあげて接着する。

表土等 出 土遺物(Fig.7、 Pla.12 -15)
須恵器
鉢(1) 東播系。 口 縁部は ヨ コ ナ デ、 内面は上位以下は ナ デである。 口 縁部外面には 自 然釉が見ら

れ、 暗灰黒色を呈している。
瓦質土器

，

 



火舎 ( 2·3) 2は口縁 部外面に4条 の沈 線 を入れ、 連 続 した突帯 状に見せる。 上位から2段 目 を幅広
＜ 窪 ませ、 そこに十 一 弁 の菊 花紋 のス タ ン プ を連 続 して押捺す る。 内面は横 方向 のハ ケ 目 で仕上げる。
暗橙色 で硬質に焼 成される。 3は口縁 端部を肥 大化し、 その外面に細い沈 線 を巡 らし、 上面はエ具 状の
ものを用 いた粗 いヨ コ ナ デで 平坦 にす る。 胎 土はや や 大粒 の砂粒 を含む 粗 めのもので ある。

白 磁
椀 ( 4) 高い台 形を呈 す る高台 は径5.5cm。 内外面ともに施釉 され、 釉 は乳褐色 の透明なもので貰 人

が目 立 つ 。 また焼 成がや や 甘 めで釉 の剥 離 もみられる。 見 込みには1.0X 1.5cmほどの暗白色 の目 跡があ
り、 畳 付には3箇 所が残 る。 内外 面との当 初 は4箇 所にあり対応 していたと思われる。

瓦

平瓦 (5) 現存長33.7cm、 残 存幅17.3cm、 厚さ1.3cm内外を測る薄 いもので、 暗橙色 を呈 して硬質に
焼 成される。 凸 面は長軸 に直 交 もしくはや や 斜 め方向 に叩 きを施す 。 叩 きは幅2.5cm前後、 長 さ5cm 程度
で 6�7条 のや や 湾 曲 す る平行沈 線 （木目 と思われる）で 構 成され、 端部付近 で はハ ケ 目 も観察される。
凹 面はほぼ全体 におよそ6cmX 6cmで 略隅丸方形状の浅 い窪 みが連 続 して並 んで おり、 当 て具痕 と考え
られ る。 ただしその後 にナ デ を行っており、 当 て具 の文 様は観察で きないが、 当 初 から無 文 の可能性が
強い。 残 存す る端部は広 端部とみられ、 ヨ コ ナ デで 調整され、 凹 凸 両面とも端部から数 cmの範囲にまで
ョ コ ナ デ が及んで いる。 側縁 部はヘ ラ による分 割線 を凸 面側から切り込み、 その深さは0.5cm前後で あ
る。 切り込む以前に細い縦 線 （分 割戟 線 ） を入れて切り込みの目 安 としている。 残 りは破断面となるが
や や 粗 いヘ ラ ケ ズ リ で 簡 易 に調整され、 さらに内側との稜 は軽 く面取りが施される。 以上のことから円

筒 状に製 作したものを3�4つ に分 割す る桶 巻 作りの技法 を想定させるが、 凹 面に模骨痕 は観察できない。
また布 目 も見えない。 なお凹 面は側縁 部からs�6cm以内、 広 端部から約23cm以内の範囲が著 しく風化
しており、 風食痕 と認定で きる。 完 存しないものの平瓦 の重 複率 はおよそ50% 程度で あったと思われる。
撹乱中から出土。

土製品
人 形 (Pla.15-b ·c ) 「 美人 も の」 と言 われる博 多人 形で 、 最 産 されたタ イ プ と考えられる。 上半

身 を失 っているが、 現存長 20.0cm、 最下 端で の幅1 2.3cmを測る。 細身 で腰 をくね らす ような造 形で、 右
足 をや や 前に踏 み出す ような姿 に作る。 前後2 面からなる型 で 作られ、 内面は粘 土紐 を支持 土として下
側から押圧 を加えているのに対して、 表面は接 合痕 を観察できないほど丁寧 に仕上げられている。 背中
部分には別型 で 作られる帯 を貼り付けた跡が残 る。 また袂 も別作りで貼り付け たらしい。 底 部は粘 土板
を当 てて伏せるが、 中程に直 径5mmの穿孔 を作る。 胎 土は精 良で 、 淡茶白色 を呈す る。 明治 後期 から大
正期 に多く作られたもので、 一 部戦 後まで 生産 されていたものという。 他に同一 個 体 とみられる肩 部の
破片 ( c)や 袂 の破片 がある。

4. 小結
ISDOOl の年 代を検討 し小結 とす る。 瓦 の問 題 は第IV章で 行う。 さて 、 相対的な層位だがここに示 し

たm�v 層は、 出土遺物 の状況から13世紀 代にまで 遡 る可能性がある。 少 なくとも白 磁椀V類 は11世紀
末 �12世紀 前半 には姿 を現す 資料であり、 瓦 器 椀 は摩耗 が進 む ものの13世紀 代に収まると考えられる。
これに対してI · II 層はきわめて新しい遺物 を多量 に含んで いる。 陶磁器 類 は近 世 以降 の染 付が目 立 ち、
他の陶器 類 も同様の時期 と見なされる。 ところ が、 先 の瓦 器 椀 からこの染 付までは時期 的に大きな開 き
を認めざ るを得ないので 、 実際にこの溝が時間 的に連 続 して機能 していたのか少 疑々問 である。 たしか

し ゅ んせつ

にその中間 にはまるような追 物 もないで はないが、 安定した状況とは言えない。 こまめな浚渫 行為 が行
われていたと考えておくのが妥 当 であろ う。

他の遺構は時期 決定が困難で あるが。 1SX 004は本文 中で も指摘 したとおり、 l SDOOl に関 係す ると思
われるが古く遡 るものではなさそうで ある。 また遺物 のみだが後述の瓦 のほか 、 古いもので は8世紀末
の須恵 器 があり、 周辺に当 該期の遺構の存在 を予 測させる。
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1. 現況 · 層序など

若菜大堀遺跡

第 1 次調査

若菜大堀迎跡第 1 次調壺

先 述の若菜鞘ノ本遺跡の西側隣接 地を 調査した。 事業 としては一連 のものであり、 検出された遺構も
きわめて類似している。 調査前の現 状も同 様だが、 井戸 や ア ン カ ー が多 く見え、 調査区の一 部にもその

井戸 がか かる。 これは数十 年 前にぶどう 畑に利用 するため人力 で掘削されたものという 。 また聞 き取り
の成果ではぶどう 畑にする前にはハ ゼ の並 木になっていたらしい。

さて、 遺構は表 土の埋没 に連 続 して観察されるもの(J SDOOl )があり、 それを 除去すると黄 白 色砂質
土の地山が顔を だし、 そこに遺構が穿 たれている。 若菜鞘ノ本遺跡の南側に設定したトレンチと同 様に、
トレンチの幅に見事に溝遺構がはまっている状況であり、 他の遺構についてはほ とんど検出できていな
し 、

゜

Fig.8 若菜大堀遺跡調査位置図 (1: 5 , 000 筑後市都市 計画図 に加筆 、 縮 小• 上が北）

2. 検出遺構
トレンチの中 央に大きな溝を 検出した他は顕著 な遺構は確認できなか った。 また上位か ら穿 たれる新

規 の井戸 や その他の撹乱によって迫 構を 失 う 部分もある。
溝
1 SD001 (Fig.9 ·10、 Pla.16�19 ) 土層図 が語 るとおり最近 まで開 いていた溝である。 堆積 土は周囲

に堆栢 する表 土と同 類 のものであり、 この近辺を 整 地した折 りにいっしょ に埋 めたと考えられる。 お そ
らくその行為 に伴 ってこの溝の直 上に土 管 を 埋 め込んでいる。 土管 周囲 の撹乱およ び 土管 の記録 のない

場合 でもバ ラ ス を 混ぜ る撹乱の表 記はこれを 物語 る。 したがってきわめて新規 の遺構であると認識する。
遺物 もそれを 直 接 物語 り、 古い資料も混 じ るが主として近 代から現 代のものまでが混 在 する。 また若菜
鞘ノ本遺跡においても調査前に観察された溝状のくぼみはこの遺構の延 長上に該当するものと判断でき
る。

1 SD002 (Fig.9 ·10、 Pla.16�19 ) l SDOOl を 除去するとその南側にや や ずれる形で類似した規模 の
溝が検出された。 この溝はトレンチに合 わせるかのよう に平行して走り、 検出長 104mに及ぶ。 地点によ

1 1  
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Fig.9 若菜大堀 遺跡 第 1 次調査遺構配置 図 ( 1 : 200) 

゜ 10m 

っ て は ト レ ン チ よ り 幅 が広 く 全貌 を 掴 め な い 部分 も あ っ た 。 ま た 1 S D00 1 に よ っ て 北側 の 肩 を 失 っ て い る

の で確実 な 溝幅 は 押 さ え ら れ な い が、 確認で き る 範 囲 で は そ の 幅 は 約2m前後 あ っ た ら し い 。 ま た 深 さ は

地点 に よ っ て 異 な る が、 0.4 � 0.75m程度 を 測 る も の で あ る 。 堆積土 は す べ て 枯性が強 め で あ り 、 早 い 流

れ は 観察 で き な い 。 ま た 地 点 に よ っ て 様 々 に 異 な る が、 遺物 取 り 上 げ に 際 し て は 1 � 1v層 に 便宜 上 分層

し て 取 り 上 げ た 。 し た が っ て 遺物 の 報告 に 伴 う 層 位 は 相 対 的 な も の と 理解 さ れ た い 。

3 .  出 土遺物

1 SD002第 l 層 出 土遺物 (Fig. 1 1 、 Pla.20 · 2 1 )

須恵器

鉢 ( 1 ) 東播系 。 内 面上位以 下 は ナ デ、 口 縁部外面 に は 自 然釉がか か り 暗灰色 を 呈 し 、 光沢があ る 。

瓦 質土器

鉢 (2 ) 外面 は 格子 目 叩 き 、 内 面 は 斜 め 及 び横 方 向 の ハ ケ 目 で あ る 。 底部外面 は 未調 整 。 内 外 面 共

に 黒灰色 を 呈 し て い る 。

白 磁

小 皿 ( 3 ) 口 径4.6cm 、 器高 1 .3cm、 高 台径2.3cm を 測 る 。 畳 付 の 一 部 に 釉 がか か ら な い 他 は 全面 に 施

さ れ 、 青色味 を 帯 びた 白 色 に 発色 し 光沢 も あ る 。

陶器

椀 (4 · 5 ) 4 は 、 唐津焼。 高 台 径4.8cm で 、 畳付 は 露 胎 で あ る 。 釉 は 内外面 共 に 施 さ れ 、 淡緑褐 色 に

1 2  
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B - 5 地点土翔 1 .  黒灰色粘質土
A バ ラ ス 2 .  暗黒灰色粘質上 N 
B カ ク ラ ン （土管） 3 . 明 茶 色 粘 質 土 ( l mm - 3 mm 大 の 黄 茶 色
C 表土 粒子 を 多 く 含む。 ）

4 . 暗 黄 茶 色 粘 質 土 ( 2 cm 大 の 黄 茶 色 プ ロ
ッ ク を 少 し 含 む 。 ）

5 . 濃黒茶色粘質土
6 .  黄茶色粘質土 ( 5 cm大の礫 を 多 く 含む。 ）
7 .  黄 白 色 砂 質 土 （ 〔礫 附 〕 ・ 茶褐 色 〔 酸

化鉄〕 ）

s
 

c - 5 地点土培
A 表土
1 .  濃黒灰色土 （茶褐色の粒子 を 含 む。 ）
2 .  淡黒灰色土 N 
3 . 沿黒灰色粘質土
4 .  黙灰色粘質土
5 .  淡黒灰色粘質土
6 .  明茶色粘質土 ( l mm - 3 mm大 の 黄茶色粒子 を 多 く 含む。 ）
7 .  暗黄茶色粘質土 ( 2 cm大の黄茶 色 プ ロ ソ ク を 少 し 含 む 。 ）
8 .  i農黒茶色粘質土
9 .  黄茶色粘質土 ( 5 cm大 の礫 を 多 く 含む。 ）

s
 

1 4.50 

N 

0 - 6 地点土1(1 N 
A-E 表土及 び カ ク ラ ン 土
1 .  暗茶色粘質土
2 .  淡 茶 色 粘 質 土 （ 黄 茶 色 粘土 〔地 山①か ？ 〕 の プ ロ ッ ク

を 多 く 含む。 ）
3 .  暗淡茶色粘質土 ( 5 mm ー 1 cm大の黄茶色 土 を 多 く 含む。 ）
4 .  i炎茶色粘質土 （灰茶色 土 プ ロ ッ ク 混入。 ）
5 .  黄茶色粘質土 （茶色土が少 し混入。 ）
6 .  茶褐色粘質土
7 .  II音茶褐色粘質土

若菜大堀遺跡 第 1 次調査

B - 1 地点土附
A 暗茶色砂質土 （かなり 締 ま っ て い る 。 植物根あ り 。 ）
1 .  濃 黒 灰 色 粘 質 土 ( 3 mrn - 5 mm大 の 茶褐 色 〔酸化鉄〕 の粒子 を 多 く

含む。 粘性 は 強 い 。 ）
2 .  明 茶 色 粘 質 土 ( l mrn - 3 mm 大 の 黄 茶 色粒 子 を 多 く 含 む 。 締 ま っ て

い る 。 ）
3 .  暗 黄 茶 色 粘 質 上 （ 茶 色 土 況 入 。 〔 1 か ら の 落 ち 込みか ？ 植 物 根 の

浸食 に よ る も のか ？ 〕 ）
4 .  淡 黒 茶 色 粘 質 土 ( l mrn - 3 mrn 大 の 茶褐 色 〔酸化鉄〕 を 多 く 含 む 。

粘性が も っ と も 強 い。 ）

1 4.50 

s 

c - 1 地点土附
A バ ラ ス
B カ ク ラ ン （土管）
C 表土
1 .  楼黒灰色粘質土
2 .  明茶色粘質土 ( l mm - 3 mm大の黄茶色粒子 を 多 く 含む。 ）
3 .  暗黄茶色粘質士 ( 2 cm大の黄茶色 プ ロ ッ ク を 少 し含む。 ）
4 .  濃黒茶色粘質土
5 .  黄茶色粘質土 ( 5 cm大の礫 を 多 く 含む。 ）

1 4.50 

s 

D - l 地点土肘
A-C カ ク ラ ン
1 .  茶色粘質土
2 .  II音茶色粘質土 ( 3 mm - 5 mm大の沿黄色 土 を 少 し 含 む 。 ）
3 .  II音茶褐色粘質土 （黄茶色粒子お よ び黒色粒子 を 少 し 含 む 。 ）
4 .  茶褐色粘質土
5 .  黄茶色粘質土 （茶色土が多 く 混入。 ）
6 .  暗黄茶色粘質土 （炭 を 少 し 含 む。 ）
7 . 暗黄茶色砂質土 （黄茶色粘土の プ ロ ッ ク を 含 む。 ）
8 .  礫層

s
 

゜ 1 m  

Fig. 1 0  溝遺構土層 観察図 ( 1 : 50) 
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Fig. I I  若菜大堀遺跡第 1 次調査出 土遺物実測図(1 : 3) 

発色し、 光沢があるが貰 入も目立つ。 見 込みには1箇所目跡と見られる付着物がある。 また高台内側は
白 褐色粒が多最に付着している。 5は底 径4.2cm。 底部は回転糸 切りされ、 内面は施釉され、 暗茶褐色に
発色し 白 濁 色の斑点が多数観察できる。 胎土は暗赤褐色を呈している。

染付
椀(6) 高台系4.0cm。 内面と見 込みに文様を描くが、 見 込みは幅1.5cmで輪状に掻き取られる。 文

様はそれを意識した図柄らしい。 釉は畳付と掻き取り部分を除いて施され、 青色味を帯びた透 明なもの
である。 なお畳付は露胎で使用による摩耗が進んでいる。

1 SD002第 I I 層 出 土遺物(Fig. I I 、 Pla.21�23)
白 磁
紅皿(7�9) 7は 口 径5.8cm、 器高1.2cm、 高台径2.5cmを測る。 釉は薄い緑灰色味を帯 びた 白 色に発

色するもので、 内面は全面に施されるが、 外面は部分的に露体である。 全体は型による成形で、 口縁端
部はきわめて鋭利になると こ ろ があり、 型から離して特に丸めるな どの行為を行っていないよ う である。
8は 口 径5 .6cm、 器高1.2cm、 高台 径2.4cm。 釉の発色にわずかな違いが あ るが7と ほ とん ど変わりない。
おそらく同 じ 型による成形と思われる。 9は 口 径5.8cm、 器高1.8cm、 底径2.0cmを測る。 外面に蛸唐草の
印刻文がある。 これも外型による成形とみられる。 釉は黄灰色味を帯びた 白 色に発色し、 内面では全面

］口 1 5 写：
一

〗
―

1 4  



若菜大堀遺跡第 1 次調査

に施されるが、 外面は一 部にかかる程度でほとんどが露体 である。 胎 土は淡褐色 を呈 している。
染付
椀 (10) 高台径 4.0cm。 小片 のた め文 様は定かでないが、 高台 外面に呉 須 が飛散 して おり染付 であ

ることはわかる。 釉 は青色 味を帯 びた 透明なもので、 光沢 があり貰 入は見えない。 見 込みは1.3cm幅で
輪 状に掻 き取っており、 高台畳付 も拭 き取っている。

色絵磁器
小椀 ( 11) 高台径3.0cm。 外面に赤 色 の文 様、 見込みには鯉 の絵 を薄 い藤色 と黒色 で描 く。 畳付 は

施釉 されず、 細かい砂粒 が付 滸 す る。
陶器
播鉢 (12) 口径 21.0cm。 内面上位以下に櫛 による卸 目 が施される。 調整の基 本はヨ コ ナ デ だが、 外

面下半 には回 転ヘ ラ ケ ズ リ が施される。 釉 は全 面に薄 くかかり、 暗茶褐色に発 色 し鈍 い光沢 がある。
甕 (13) 口径 17.8cm。 ほぽ全 面に明茶褐色 の釉 をかけ 、 外面肩 部から体 部にかけ て白濁 色 の釉 で施

文 す るが、 その内容 は不明である。
1SD002第 I l l層出土遺物 ( Fig.I I、 Pla.23· 24.)
染付
小椀 (14· 15) 14は高台端 部を打 ち欠 いている資 料 である。 釉 は残 存部 の全 面にかかり、 青 味を帯

びた 透明なもので、 光沢 があり、 見込み部分 に貫 入が見 られる。 15は外面に文 様が見え、 釉 は口縁端 部
で拭 き取るほかは全 面に施される。

皿 (16) 内面に文 様がある。 釉 は全 面にみられ、 青灰色 味を帯 びた 透明なものである。
青磁
椀 (17) 高台径 6.0cm。 釉 は暗緑灰色 に発 色 す るが、 見 込みでは径5. 8cmの範 囲 を円 盤 状に掻 き取り、

高台畳付 以内にはかからない。
土製品
人 形(18) 大黒天 の乗 る俵 の小口 部分 と思われる。 素焼 きで外型 による成 形で、 内面には強いナ デ

のあ とがある。 現存長 2.9 cm、 現存幅2.7cm、 厚さ0.6cm内外である。
1SD002第 IV層出土遺物 (Fig.11、 Pla. 24· 25)
土師器
鉢 (19 ) 口縁 端部外面を3条 の沈 線 を巡 らす 。 体 部の外面は粗 い縦 方向 のハ ケ 目 ののちナ デ を施す 。

内面は横 方向 のハ ケ 目 である。
染付
椀 ( 20) 口縁 端部は出 土地点を同じ くす る小片 を同一 個 体 と認識した にす ぎないた め、 口 径 を

11.4cmに復 元 した もののきわめて不安定な数 値である。 デ ー タ として下半 部 のものが有効 であり、 高台
径 4.6cm 。 文 様は内外面ともにあり、 釉 は青色 味を帯 びた 透明釉 で、 高台畳付 は拭 き取っている。

4. 小結
検出 した 遺構は溝2条 にほぼ限 られると言 ってよい。 そのうち1SD001は近 現代までその埋没 は下る。

その下層に存在す るl SD002だが、 数 層に分 層して遺物 を抽 出 した にも関 わらず、 上下の層で顕著 な差 を
見出 す までには至らなかった 。 特 に第II 層では施 文 をプ リ ン ト で行う磁器 (Pla.23-a)があり、 l SDOOL開

削直 前まで利用されていた ことが理解できるし、 この時期が1SD001の上限 とも言えよう。 しかし最下層
には こうした 極 度に新しい遣 物 はなく、 概ね中世末 期から近 世 の範 囲 にとどまる。

さて連 続 して調査した 若菜鞘ノ 本遺跡との関連 を考えね ば ならないが、 1SD002と鞘ノ本1SD001がそ
の上層に関 しては近 しいものがあり、 規模 や その連 続性を含めると同じ ものと認識して差 し支えなかろ
う。 しかし、 遺構の上限 の時期に大きな隔 た りがあり問 題 も残 るが、 ここでは浚 渫 が行き届 いていた と
見なす こととした い。
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若菜大堀遺跡

第2次調査

1 .  現況 · 層 序 な ど

地 表 か ら 50cm程度 は 現在 の 表土 で あ り 、 そ れ を 除去 す る と 地 山 が顔 を 出 し 、 そ こ が遺構面 と な っ て い

る 。 地 山 は 赤茶色粘 質土 だが、 溝底付近 （標高 1 2.7m内外） 以 下 は 砂礫層 と な る 。

さ て 、 遺 構 は 第 1 次調 査 と 類似 し た 状況 に あ り 、 ト レ ン チ に ち ょ う ど 当 て は ま る よ う に 略東 西 方 向 の

溝2条 を 検 出 し た 。 こ れ以外 に 顕著 な 遺構 は 見 出 せ な か っ た 。

゜ 10m 

Fig. 1 2  若菜大堀遺跡 第2次調査追構配置 図 ( 1 : 200) 

2 .  検 出 遺構

溝

2SD00 1 (Fig . 1 2 · 1 3 、 Pla.26) 検 出 長 1 7 .4m 、 幅 1 .75m前 後 、 深 さ 0.55m を 測 る 。 埋土 は 大 き く 2層 に

分か れ る が、 そ の 多 く は 黒 茶色粘質土層 で 、 薄 い 最下層 は 粘性が き わ め て 強 い も の で あ る 。 2SD002 を 切

っ て い る 。 遺物 は 桟瓦 や き わ め て 新 し い 陶 器類 を 含 ん で い る 。

2S D002 検 出 長 1 7 .4m 、 深 さ 0.55m前 後 だ が、 幅 は 2SD00 1 に 北側 の 肩 を 破壊 さ れ て い て 正確 な 規模 は

つ か め な い 。 た だ そ の 南壁 の 傾 斜 な ど か ら 推定す る と 2SD00 1 と ほ ぼ 同 様 の 規模 で あ っ た と 思 わ れ る 。 埋

土 は 残存す る 範 囲 で は 地 山 の 土 を 混在 す る 黒茶色粘土層 で あ る 。 出 土遺物 は な い 。

写真2 若菜大堀 遺 跡2SD00 1 土層 観察

16 
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0 1m 2 

A 路面。 バ ラ ス の 培
B 表土 1 と 3 の 混合
C 耕作土 （畑上）
1 .  黒茶色粘質土 （赤茶色粒子 を 多 く 含む）
2 .  明黒茶色粘質土 （ 地 1 11 混 入）
3 .  II音焦茶色粘質土 （赤茶色粒子 を 含む。

最 も黒 く 粘質 も強 い 。 ）

Fig . 1 3 2SDOO I 土層 観察 図 ( 1 : 50) 



3 .  出 土遺物

2SD00 1 出 土遺物 (Fig . 1 4 、 Pla.25 )

陶器
＼二に- ;/、

口皿 ( 1 ) 唐津焼 の 皿 と み ら れ る 。 低 め の 蛇 の 目 高 台

で そ の 径 は4.6cm を 測 る 。 内 外面 と も に 施釉 さ れ 、 釉 は

緑灰色 に 発 色 し 鈍 い 光 沢 が あ る 。 畳 付 に は 大 き な 目 跡

が2箇所残 っ て い る 。 胎土 は 黒 色粒子 を 多 く 含 む 粗 め の

も の で あ る 。

染付

椀 ( 2 ) 高 台 径5 .4cm 。 文 様 は 内 面 体 部 と 見 込 み に

あ り 、 灰 青 色 味 を 帯 び た 透 明 な 釉 は 内 外面 と も に 施 さ

0 5cm 

若菜大堀遺跡第2次調査

＼
 
�
 れ る 。 見 込 み で は 1 .7cm 幅 で 釉 を 輪状 に 掻 き 取 る が、 そ

Fig. 1 4  第2次調査 出 土遺物実測 図 ( 1 : 3 )  

れ を 意識 し た 文様 配置 と 思 わ れ る 。 ま た 掻 き 取 っ て 露胎 と な っ た 部 分 は 黄 白 濁 色 を 呈 し て い る 。 畳付 も

釉 を 拭 き 取 り 、 小 さ い が3箇所 の 目 跡 が観察 さ れ る 。

4 .  小結

検 出 し た の は 溝2条 に と ど ま る 。 こ れ ら は そ の 重 複 の 状態 か ら 、 第 1 次調査で確認 し た 1 S D00 1 · 002 の

延長 に あ る と 判 断 で き る 。 2SDOO I は 出 土遺物が少 な い こ と 、 こ れ よ り 古 い 遺構が な い こ と 等 か ら 掘 削 年

代 は 明確 に で き な い が 、 埋没 は 近代 以 降 ま で 下 る 。 2SD002 は 年 代 の 決め 手 を 欠 く が、 状況か ら 第 1 次調

査 J SD002 の 延長 と 判 断 し た い 。

1 7 
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(1) 溝 に つ い て
ぶどう 畑の中を貫 通 する細い 農 道に沿 って、 長 い ト レ ンチ を設定したわけだが、 い ずれの調壺 もその

道に沿 う 形で検出された略東西方向 の溝遺構が主体 である。 若菜大堀遺跡 第 1次 調査 におい ては 確実に2
条 の溝として認識したが、 上位のものは 現代まで連 続 するものであり、 それ以前の1SD002を掘り直 した
ものと理解して問 題 なかろ う 。 そのISD002は 西側で2SD001として調査したものと連 続 し、 東側では 若
菜鞘ノ本遺跡 ISDOOIとして報告したものと連 続 する。 これらは すべて一連 のものとして理解して差 し支
えない 。 したがって今次 の調査 では 総延 長 約270mを調査したことになる。

さてこの年 代と性格 だが、 これまで報告してきたとおり埋没は きわめて新 しく近 代まで下る可能性が
ある。 溝の主体 をなす遺物群 も概ね近 世 に考えられるものであり、 溝が活 用されてい た時代の中心は 近

世 におかれよう 。 しかし、 若菜鞘ノ本遺跡 J SD001の所見 では その最も古期 に属 す る堆栢 層 (m�v 層）
から出土した遺物は 概ね中世 であり、 い ま少 し絞 り込むならば 13世紀 の範囲内で捉えられるものである。
このことは 一連 の溝の開削時期 をこの段階まで遡 らせる可能性を示唆 するものである。

さてその性格 を考える必要 があるが、 やは り今回設定したト レ ンチ に沿 って道路が存在 することに注
意 する必要 があろ う 。 今回検出した一連 の溝は 道路の側溝という 理解は できないが、 何 らかの区画を示
す溝であったことは 理解できよう 。 しかも単 なる区画では なく立派 に水路としての役 割を果たしてい る。
しかし、 その開削から埋没までの長 い年 代の割には 中間 の時期 の出土遺物 が少 なく、 各時期 ごとに丁寧
な浚 渫 が行われてい たことを窺 わせる。 したがって溝に沿 って常 々水路の管 理者 が往来 できる環境 が整
備 されてきたと思 われ、 そこが次 第 に管 理用の小道として 発 達 し現代に至ったのでは なかろ う か。

このよう に理解すると、 周辺における類似する道路の存在は 、 同様の区画溝＝ 水路が存在 する可能性
を示唆 する。 しかしこの付近 には 条里 の痕 跡は なく積極 的な復 元は 困難である。 ただ北側の浅 い 谷 地形
を隔 てた地点には久富綿打 遺跡 が調査されており、 13世紀 代とみられる水路が確認されている。 その位
置から「久富 用 水」(18世紀 前半 ） として後世 にも活用されていたと考えられており、 それは 近 年 まで
機能 していたことがわかってい る。 用 水の設定は 近 世 ながら、 その基盤 となる水路の開削は 中世 に遡 る
よう である。 この状況から今次 の調査 と久富綿打 遺跡 の状況を比較 すると、 同時とは 言えない までもそ
の開削の時期は いずれも中世 に遡 り、 中世 前半 から中頃 にかけてこの地域の水路整備 ＝ 水田開 発 が行わ
れたことを示唆 する。 しかもそれは ごく最近 の開 発 による埋没まで生 き続 けているのであり、 この地域
の環境 がごく最近 まで中世 中頃 以降 の景 観 に近 い ものを伝えてい た可能性が考えられる。

なお、 現在は この小道が大字若菜 と久富 の境 になってい る。 このことも重要 な所見であり、 今後の検
討材料となろ う 。

少 ない 調査所見からあまりに大風 呂 敷 を広 げ ることは 躊躇 しなければ ならない が、 一定地域の全 面を
発掘するのは至難の業 であり、 こう した発掘結果を地理的観察の結果に融 合させる形でより広 い 範囲の

歴史 的、 地理的理解に結 び つけたいと考える。 発掘調査は その作業 のきわめて重要 な一 部なのである。

(2) 瓦 に つ い て
若菜鞘ノ本遺跡 の撹乱中から出土した薄 手 の平瓦は 、 その製 作技法 や 調整方法等 に一般 的な瓦 の技法

とは 異なるものが見出される。 本文 と重 複 するが以下にその特色 を列 記する。
· 凸 面は 叩 き調整される。 叩 き目は 木目 と思 われる。
． 凹 面には 無 文 の当 て具痕 と見 られる窪 みを認めるが、 模骨痕は 観察できない 。 また布 目 も見えない 。
• 円 筒 状に製 作し、 外 面（凸 面） から切り込みを入れて分 割す る。
• 分 割後の破断面は ヘ ラ ケ ズ リ で面取りされている。
• 厚さが1.5cmと簿 く、 暗橙色 （赤褐色 ） でや や 硬質に焼 成される。

などである。 こう した特徴 のすべてを認める類例 は知見にない。 一 部で共通 する要素 を有 するものに、

18 
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大野城市 月ノ浦窯 跡及び小 田浦窯 跡出土資料がある。 月ノ浦例 は軒丸瓦 や 鴎尾 が出土したことで著 名 だ
が、 凸 面 叩 き目 で端部をナ デ等 で調整する点が共通項 目 としてあげられるものの、 凹 面 は模骨痕 と布 目
が観察され、 明らかな桶 巻 き造 りである。 小 田浦例 は完 存する平瓦 があり、 凸 面 がナ デ や ヨ コ ナ デ 、 一

部ヘ ラ ケ ズ リ され、 凹 面 はヨ コ ナ デ である。 端部の調整や 形状にも類 似 するものを認めるが、 完全 に一

致 するものではなく、 大きさも異なっている。 また分割を内 側から行う点も異なっている。 一 部を記し
たにとどまるが、 大野城市例 と比較 した結果では共通項 目 の方が少 なく、 しかも生産 地と消 費 地という

違 いはあるが、 今次の事例 は技法 こそ特 異なものの瓦 として完 成品 に近づいてい るものであり、 厚さも
部位によって異なることなくほぼ安定しており丁寧 に作られている。

次に凸 面 から切 り込みを入れる例 は、 大分県伊藤 田窯 跡群 中の踊 ヶ 迫窯 跡か らの出土が知られるのみ
である。 ただし踊 ヶ 迫例 は外面 が同心 円 文 の当て具 を叩 き具 として 使用したようであり、 凸 面 には顕著
にその痕 跡が観察され、 凹 面 は模骨痕 と布 目 が明瞭 に見えている。 この点から今次の出土瓦 と比較 する
と分割方法 のみの類似であり、 それ以外の点で両者の共通性を見出すのは難しい 。 また凸 面 分割の事例
は朝鮮半 島の高句 麗 平壌府内 出土瓦 に事例 が知られるが、 分割方法以外では凹 面 が模骨痕 、 布 目 、 糸 切
り痕 、 凸面 が板 状の叩 き痕 となっている。 この部分では共通性に乏 しい。

また無 文 の当て具 という観 点からみると、 日本では弥生 時代末 にその事例 を見出して以降 、 中世 まで
散 見するが、 陶邑 や播磨 出合 遺跡の例 のよう に初 期須恵 器 や 軟質系 土器 に事例 があり、 朝鮮半 島との関
連 も指摘 されている。 ここでは瓦 自体 の年 代や 産 地を特定できないので比較 する観 点を絞 れないが、 古
い段階 の須恵 器 窯 にみられること、 朝鮮半 島との関連 を考え得ること等 の点は注 目 しておきたい。

いくつかの事例 を見たが、 年 代の点ではや はり7世紀 代を 考えたい。 しかもその技法 は初 期的な事例
に類 似 するものが多く、 前半 に近 い段階を想定す ることが可能 かもしれない。 またその技法 や 無 文 当て

具 の存在 を踏 まえると、 朝鮮半 島との関 係が浮上してくるところ である。 残念 ながら高句 麗 の出土例 を
詳細に観察する機会がないので現段階 ではコ メ ン ト できない が、 半 島と関 係の深 い者 による生 産 を窺 わ

せる事例 とみることは許 されよう。
ところ で、 九州 における初 期瓦 の例 は豊 前の一 部と筑前地方に分布 の中心 が知られてい る。 このう ち

筑前の事例 を見ると、 太 宰府市 、 大野城市 といった福 岡平野 の奥 まった地域ではすべて窯 出土資料であ
り、 そこが生 産 地であったと理解できる。 これに対して消 費 地遺跡は福 岡市那珂 遺跡が著 名 である。 那

珂 遺跡は6世紀 代に首 長墳 が築造 され、 7世紀 に入ると大型掘立柱建 物 の建造 が行われている。 隣接 する
比恵 遺跡は那津官家 にも推定されるなど、 福 岡平野 のなかでも際だ っだ性格 を有 している。 おそらく生
産 地である牛頸窯 跡群 一帯 を掌握 する大きな勢力 の存在 がこうした比恵 ・ 那珂 両遺跡の住 人 であっただ
ろ う 。 そうした中でこの特殊 な瓦 が消費 されるわけであり、 九州 における初 期瓦 の需 要 層を想定する資
料を提供 してきた。 しかし今回の資料は 筑後平野 での発 見であり、 これまでの成果のみでは単純 に理解
することができない 。 しかも注 目 すべきことは風食痕 が明瞭 であるということである。 その痕 跡は本瓦
葺 による使用 を想定させるものであり、 実際に建物 に使用されていたことは明らかである。

筑後地方の7世紀 は、 御 原郡 一 帯 にその中枢 があったと思われ、 今次の資料との結 び つきは想像 すら
できない。 新たな一例 を加えることができたのは重要 だが、 類似した時期の出土遺物 が当該調査地点で
は皆無 であることも問 題 である。 その性格 を考えるには周辺部の詳細な調査 を行うほかに手 段 はないだ
ろ う。 今後の調査 に期待 したい。

（参考文献）

舟 山 良 ー 「牛頸 月 ノ 浦窯跡群」 （ 大野城市文化財調究報告柑第39集） 1 993年 大野城市教脊委貝 会

菅波正人 「那珂 I OJ ( 福 岡 市埋蔵文化財調査報告仕 第365集） 1 994年 福 岡市教育委 且 会

村十 ． 久和 • 吉 田 究 • 宮本t 「豊前 に お け る 初期 瓦 の 一様相」 「古文化談叢」 第 1 8集 1 987年 九州古文化研究会

亀 111 修ー 「陶製無文 当 て 具小考」 「生産と 流通 の考古学」 （横 山 浩一 先生退官記念論文集I) 1 989年

※ 追記 （ 奥付 ペ ー ジ の 上半部） 参照

1 9  



※ こ の 行料 を 認識 し た こ と に よ り 、 200 1 年 に 報告 し た 鶴 田 西牛 ヶ 池遺跡SX074出 土 の平瓦 も 分割方法や 調 整 、 色調 、 厚 さ 等が今次の貧科 と 共通す る

も の で あ る こ と を 確認 し た 。 し か し 、 こ の事例 も 近 世 の 遺構か ら の 出 土 で あ り 、 具体的 な 年代 は 知 れ な い 。 課題 を 多 く 残 し て い る が、 筑後市お よ び

そ の 周辺域 に 初 期 の 瓦 を 使 用 す る 何 かが存在 し て い た こ と は ほ ぼ確 実 に な っ た と 言 え る だ ろ う 。

上村英士 「筑後束部地区遺跡群VI」 （筑後市文化財調査報告打第36集） 200 1 筑後市教育委且 会

若菜鞘ノ 本遺跡

S—書号 遺襴書号 須恵H 土lilH
片 ． 東II系鉢片 ● C3 Be.  坪片 、

( 1 )  甕片 ． 大型容H片

S- 1 I 層 1 SD00 1 I 層

S- 1 1 1 層 1 5000 1 1 1 層 ,1,on片／イ ト

5- 1 1 1 1 層 1 5000 1 11 1 層
片

S・ 1 r;層 1 SD00 1 W層 片

S・ I V 層 1 SD001 V 層

S-2 1 SK002 把手 ( 1 )
S-3 1 SP003 甕片

S-4 1 SX004 
S-6 I SX006 片

坪 片 片

表土

カ ク ラ ン 甕片 片 ． 高坪鰤片

表採 （層辺表採）
片 、 東播系鉢片 片

( 1 )  

若菜大堀遺跡 第 1 次鯛査

s-暑号 遺撮書号 須夏H 土闘;n
甕片 大型容H片

S・ 1 1 SD00 1 

東II系鉢 ． 甕片 片 ． 大型容H底部片

S-2 1 SD002 

片 ． 大型容H片 ． 鍋 ？

片 ． 七輪中散き

S-2 I 層 1 SD0021層

甕片 片 ． 杯 片 、 大型容H片

S-2 1 1 層 1 S0002 I I 層

S・2 11 - 1 層 1 50002 11 層 片

片 ． 鉢．

S・2 11 1 層 1 SD002 1 1 1 層

S・z rv層 1 SD002 rv層 土Iii賃鉢 中 世

甕 ． 甕片 大己容＂片． 大型鉢

カ ク ラ ン
片 、 坪 片 中 世

董c片 片 ． 大型唇柑片. Ill ?  
片 ． 七輪中 II き ． 小皿
a/イ ト ． 羽蓋 ？

表土

片 ． 大型容＂片

況墳l

若菜大堀遺跡 第2次調査

S奮号 l 遺襴書号 l 須夏H I 土師H

SD-0 1 I 2SD00 1 

表土

甕片 l 大型容H片

別表 出 土遺物 一 覧表

瓦H
霰c 、 愉片， 瓦賃土ff. 火

舎 片 ( 2 ) • 羽蓋 ( 1 )

搭c片

惰C ( 量 多 いが、 摩耗看 し

＜ 寅潤でき る もの少ない）

椀c

瓦賞火舎 ( 1 )

惰c. 瓦賃火會片 ( 1 )

瓦荘

片 、 瓦賃樺状製品

瓦賞鉢 ？ • 中 世 、 擦c片

瓦賞火會片、 瓦賃鉢

片

瓦賃鉢片

瓦H

瓦賃鉢片、 桐片

磁H
白磁椀 rv c z i 、 白磁棺漏•

2 X 3  ( 1 ) 、 白磁祝 V -2/
ヘ ラ ( 2 ) • 謂膏lill!i l

( 1 )  . 染付棺 (4) • 染

付皿 ( 2 ) 、 染片 (9) 、

冑磁片 ( 1 )

膏磁片 ( 1 )

白磁祝 V -4-a ( 1 )  

国蜃磁片 ( 1 )

磁片 ( 1 ) . 染片 ( 1 )

白磁椀II/・ 1 ( 1 )  • 白磁椀

V -4-a ( 1 ) 、 白 磁惰 V -4
( 1 )  • 目 跡 膏 ( 1 ) 、 同

膏磁椀 I - 1 -b ( 1 )  • 謂 膏

磁祝 1 1 -b ( 1 )  • 染片

(7) • 色付1111 ( 1 ) . 磁

染片 (9) • Iii片 ( 2 )

白 磁小槍片 ( 1 ) 、 染片

( 5 )  

IIIH 
プ リ ン ト擦 近 ・ 環代． 染

付祝銭 近世～、 染付片

近世～ ． 染付楕片． 染付ヽJヽ
!Ii. 白磁皿 IX. 白磁皿 IX-2
片 ． 白磁皿 近世． 白磁片

中 世 、 色絵皿片

青磁1111片 中世～ ． 染付

小椀片 近世～近代 、 染付
高台付皿 近世． 膏磁 ？ 花

頬 ？ 近代～

膏磁壼 ？ ・ 中世末、 白磁片
中世、 染付,Jヽ術 ・ 賣磁ヽJヽ

帽 ～近代 、 白磁片、 白磁

椀片 ． 同胃磁1111 1 片 、 白磁
紅ID1

色絵小祝 近世 ． 色絵,Jヽ械

近代 ． 染付皿 ・ 祝片 近

代 染付祝 近世～． 染付

大nn、 染付片 白磁紅nn
近世 、 白磁祝"· 白 lillDllX,
白 磁 V . 白磁片・近世～ ．

同 膏磁祝 I 片

染付1J,愉／ロハゲ 近世、

染付,1ヽ椀 、 染付皿片 近世

～ ． 染付片、 白Ill片 中世

～ ． 胄lllllil 近世． 胃磁擦

近世

祝？ 近世～ ． 染付皿 ．

白磁漏 ． 白磁皿IX. 白磁片

中 世 . It磁片 近代～．

染付皿． ヽJヽ帽． 染付禎 近

代～現代

膏磁坪 I l l 、 膏磁壼 近代

～ 、 色絵小椀 近代～ 染

付惰 近世～． 染付祝 ． 染

付片 近世～． 染付片 ． 染

付場飲み . n●磁椀 I . 白

磁壼 ？ 中 世 ． 白磁坪 現

代 ？ ． 白磁皿 近代～． 白

磁椀 近 隕代． ク リ ー ム

容ff (化蔚品用） 現代

小椀 近世～、 椀 W-Wl.
染付片 近世～、 色絵書炉

近代～

磁H

順H
灰輪畳 ? ( 1 )  • 片 ( 1 0)

国蚕冑片 ( 1 )

Ill産冑片 ( 9 )

国産冑片 ( 1 )

Ill屋冑片 C S ) . Ill嚢帽鉢

片 ( 3 )

冑H
壼＂ ・ 聾顆 ． 撓 近代～．

壼U ・ 検類・～近世. II 
鉢 · 皿U 近代～

壼＂ 近世～． 麿渾焼帽．

片 、 大甕片 近代

片 近世～ 、 壺Ii片 ～近
代 、 1l片、 鉢片

壼片 近世～、 II鉢 · Iii

11 ・ 鉢片 ・ 甕片 ・ 壼片 近

世～近代 （近代片 多 し ） ．
麿津 ？ 大鉢 ， II. Ill濫渭鉢

近世～． 椀片 近 世 ～

小桐 近 世 ～

甕片 中世～． 賞滑焼聾

片 、 l!U 近世-. Ill澪

燒 ？ 小桐片

壼 中 世 ～ （輸入 ？ ）

壼片 ． 壼片 中世 （輸入 ．

小片） ． 瓦片 現代 ． ●片
・ 近世～

壼 ・ 甕類 近代-. Ill鉢

近代～． 常滑甕 ？ 片 、 董

近 世

墨片 iii!!!-

鵬H

染付皿 · 畑 · II籟・ 近 · 1償鉢． 壼穎• • •近代～． 鷹津

現代． 白 磁惰�I 、 II. 同膏 皿
磁皿 I · · · 中 世

染付片・ ・ ・近代～

※＂膏磁＝＂泉系冑磁、 同膏磁＝ 同安系膏磁を指す．
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石製品 その他

滑石鯛片 ( 1 ) 骨片 ( 1 )
硯 ？ 片 ( 1 )

木炭片

黒曜石片 ( 1 )

軽石片

鉄JT ? 片 ( 1 )

平 瓦 ( 1 )

博多人形 r 羨 人 も の 」 ( 1 )  

製 品 その他

土人形片・近代、 瓦片 近代．
櫛／プ ラ ス チ ッ ク 製． ガ ラ ス 片

現代、 瓦片 近代～． 観牡片

近代～

木炭片． 平瓦片

瓦片、 ロ ウ 石． 鉄H片 ． 丸瓦
中 世 ． 土人形片 ？

鋼 キ セ ル ？ 桟瓦片 ？ 新 し い ． 丸瓦片 平

瓦片 近 世 ． 瓦片 近 世 ～ ． 鉄
刀子 ？ 中世～近世 ？ ． 鉄丸

rr .  鉄極片 新 し い . ti ラ ス 11i
（ ワ イ ンllli)

土人形片 近世～

燒土填 ？

瓦片 近 世 ～ 、 銭 f .!i Pl 」 玉

（ 穴 ア キ 、 年不明） 平 瓦 環

代． 桟瓦 近 現代 ． 環状鉄"

近 ・ 現代 、 鉄繰 環代

桟瓦 近 ・ 現代 ． 平瓦 ・ 桟瓦

現代の も の ． 平丸瓦 近代～現

代

製品 I その他

桟瓦・ ・ ・近 ・ 現代

銭 「十銭 J (昭和 1 6年 ）

●膏 （時馴など）

近世～

近世～

中世

中世

中世

近世～

近世～

●考 （時111!な ど ）

鉄H片 ＝ 不明 品 だ

がサ ビ の付着の仕

方が他の所 と 同 じ

／近世～． 近代

近世～

近世～、 近代

C区では新 し い も

のが多 く 入 っ てい

る ＝ カ ク ラ ン に よ

るのか・ 近 世 ～ だ

が、 新 し そ う （近

世～． 近代～現
代）

近世～

近世～

r表土」 「表採」

鑽膏 （時IIIIな ど ）

新 し い



写真 図 版

（凡例 ）
遺物写 真 の右下に記す番号 は、

Fig.  番号一遺物番号
と理解 さ れたい。



PL . 1 

若菜鞘ノ本遺跡第1次調査Nl · 2トレンチ （東から）

若菜鞘ノ本遺跡第1次調査N3トレンチほか （西から）



PL .2  

若菜鞘 ノ 本遺跡 第 1 次調査N4 ト レ ン チ ほ か （東 か ら ）

若菜鞘 ノ 本遺跡第 1 次調査NS ト レ ン チ ほ か （ 西 か ら ）



PL .3  

若菜鞘ノ本遺跡第1 次調査 S J · 2トレンチ（東 から）

若菜鞘ノ本遺跡第1次調査 S J トレンチ（西から）



PL .4  

（ 西 か ら ）

（東か ら ）



PL .5  

若菜鞘ノ本遺跡第1 次調査 S3トレン チ（西から）

若菜鞘ノ本遺跡第1次調査 S3トレン チ（東から）



PL .6  

若菜鞘ノ本遺跡第1 次調査 S 4トレンチ（西から）



PL .7  

若菜鞘ノ本遺跡第 l 次調査1SK005全景 及 び土層 観察 （南から）

若菜鞘ノ本遺跡第 1 次調 査 L SDOO J 土層 観察 （西から）



PL .8  

6-2 

6-3 

若菜鞘 ノ 本遺跡 1 SDOO I 出 土遺物



PL .9  

� 璽贔ニ
6-5 

6-6 

6-7 

6-8 

若菜鞘 ノ 本遺跡 1 SD00 1 出 土造物



PL . 1 0 

6- 1 0  

6- 1 1  

6- 1 2  

若菜鞘 ノ 本遺跡 1 SDOO I 出 土 遺物



PL . 1 1 

6- 1 3  

6- 1 4  

6- 1 5  

6- 1 6  

若菜鞘 ノ 本逍跡 1 SD00 1 出 土 遺物



PL . 1 2 

6- 1 8  

7- 1  

7-3 

若菜鞘 ノ 本遺跡 L SDOO I · 1 SK002 ・ 表土 出 土遺物



PL . 1 3  

7-2 

7-4 

7-5 

若菜鞘 ノ 本遺跡表土 出 土遺物



PL . 1 4 

凸 面 叩 き の状況

側 面分割面 の 状況 （資料中程 ・ 下が凸面）

分割裁線の 状況 （左が広端部）

凹 面 当 て 具痕跡の状況

ーニ-
側 面 分割面 の状況 （広 端部付近 ・ 上が凸面）

分割線の状況 （狭端部近 く ）

若菜鞘 ノ 本遺跡表土 出 土 瓦細部観察



PL . 1 5 

b
 

若菜鞘 ノ 本遺跡表土 出 土遺物

c
 



PL . 1 6 

若菜大堀 遺跡第1次調査 西半 部全景 （ 空 中写真 ・ 東 から）

若菜大堀 遺跡第1次調査 西半 部全景 （空中写真 ・ 上が北）



PL . 1 7 

若菜大堀遺跡第1次調査 東半 部全景 （空中写真 ・ 東から）

若菜大堀遺跡第1次調査 東半 部全景 （空中写真 • 上が 北）



P L . 1 8 

若菜大堀遺跡第1次調査1SD001土層観察B-5地点（西から）



PL . 1 9 

若菜大堀遺跡第1次調査l SDOOI土層観察C-5地点（西から）

若菜大堀遺跡第］ 次調査1SD001土層観察D- 6地点（西から）



PL .20 

1 1 - 1  

I 1 -2 

l l -3 

1 1 -4 

若菜大堀遺跡第 1 次調査出土遺物



PL .2 1  

1 1 -5 

1 1 -6 

1 1 -7 

l l -8 

若菜大堀遺跡第 l 次調査出土遺物



PL .22 

1 1 -9 

l 1 - 1 0  

1 1 - ll 

若菜大堀遺跡第 1 次調査出土遺物



PL .23 

1 1 - 1 3  

a
 

1 1 - 1 4  

l l - 1 5  

若菜大堀遺跡第 1 次調査出土遺物



PL .24 

1 1 - 1 6  

1 1 - 1 7  

1 1 - 1 8  

1 1 - 1 9  

若菜大堀遺跡第1次調査出土遺物



PL .25 

1 1 -20 

若菜大堀遺跡第1次調査出土遺物

1 4- 1  

1 4-2 

若菜大堀遺跡第2次調査出土遺物



PL.26 

若菜大堀遺跡第2次調査全景 （東か ら ）



追記 ： 本 文 中 に 報告 し た 平瓦 に 関 し て

納 品 完 了 後 、 鶴 田 西 牛 ヶ 池遺跡 の 他 に 今次 の 出 土瓦 と 近 似 す る 資 料が 、 前津柳 ノ 内 遺 跡 で 出 土 し て い
み っ た

る こ と と 合 わ せ て 、 筑 後 市 内 に 水 田焼 と い う 近 世 ・ 近 代 に 操業 し て い た 窯 の 存 在 を 知 ら さ れ た 。

ま ず類 似す る 瓦 の 状 況 だ が 、 い ず れ も 近 世 の 辿構 か ら 出 土 し 、 特 に 前津柳 ノ 内 追 跡 の 事 例 は 、 切 断方

法 を は じ め 胎 土 や 厚 さ 、 色 調 な ど の 点 で類似す る 要素 が 多 い も の の 、 破 断 面 の シ ャ ー プ さ や 摩 滅 の 少 な

さ 等 、 見 る か ら に 新 し い 追物 と 思 え る も の も 含 ま れ て い る 。

と こ ろ で 、 水 田 焼 を こ こ で 問 題 視す る の は 以 下 の 理 由 に よ る 。

水 田焼 と は 、 近 世 に 成 立 し た 土鍋 の 製 作 を 中 心 と す る 窯 で 、 一 時期 （ 具体的 に い つ 頃 か は 判 明 し な い ）

に 瓦 を 製 作 し て い た こ と が分 か っ て い る 。 そ の 製 品 は 伝存 せ ず 、 い か な る 製 品 で あ っ た か は 判 明 し な い

が 、 そ の 伝統 を 引 く 窯 元 が 製 作 す る 日奇 の 胎 土 、 色 調 は こ こ に 報告 し た 瓦 と 近 似 し 、 こ の 水 ff! 焼 自 体が
こ う し た 色 合 い の 製姑 を 作 る こ と で著名 で あ っ た ら し い （ 赤瓦 の 異 名 も 知 ら れ て い る ） 。

市 の 聞 き 取 り 調 在 の 結 果 で は 、 残 念 な が ら 瓦 製 作 に 関 わ る 記録 や 道 具 の 一 切 が失 わ れ て お り 、 具 体的

な 製 品 の 特 定 は 現段 階 で は で き て い な い と い う 。 し か し な が ら 、 当 該 資 料が水 田焼 で あ る 可 能性 を 完 全

に 否 定す る 要素 も な く 、 こ こ に 追 記 と し て こ の 報告嚇 を 引 用 さ れ る 方 々 に 注意 を 喚起 す る こ と と し た 。

た だ 、 こ の 資 料が、 近 枇 ・ 近 代 の 製 作 で あ る こ と が確 実 に な っ た と し て も 、 土 器 作 り エ 人 が実 際 に 瓦

を 一 般 の 需 要 に 応 じ て 製 作 し た の で あ り 、 伝統あ る 瓦 職 人 が製 作 し な か っ た 瓦 と は ど う い う も の か を 物

語 る 重 要 な 証 人 と な ろ う 。 つ ま り 、 筑前 地域 に み ら れ る 初 期 瓦 の 多 く は 土 器 作 り 職 人 が 製 作 し た と 考 え

ら れ る も の で あ り 、 そ の 部 分で の 共通性 は 初 期 の 瓦 を 考 え る 上 で 間接 的 な 参 考事例 に な る で あ ろ う 。

具 体 的 な 解 明 は 今後 の 調 査 ・ 研究 に 委 ね な け れ ば な ら な い が 、 初 期 瓦 と し て 当 該 資 料 を 引 用 す る こ と

に ば慎重 を 期 し て い た だ き た い こ と を 付 記 し て お く 。

（編 者記）
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